
　ワクチン接種も進み、デルタ株を含む第5波による感染者数の減少に伴い、緊急事態宣言が
解除されました。明るい兆しも見えてきていますが、新たな変異ウイルスやワクチン接種後の感染
に対する不安も残ります。コロナが流行する以前の状態に戻るafterコロナには程遠く、コロナ
禍で得られたメリットを含め、withコロナとして変化に合わせていく時代となるのではないで
しょうか。
　今冬はインフルエンザの流行が危惧されており、従来通りの感染症対策の継続も必要です。
　今年の夏、コロナ禍で開催となった、東京オリンピック・パラリンピックでは、厳しい時代に負けな
い強さや希望を強く感じました。withコロナを前向きに捉え、新しい時代へ一歩ずつ進みましょう！

コロナと上手く付き合っていく時代へ！
m e s s a g e

改正された地球温暖化対策の
推進に関する法律を踏まえつ

つ、ライフサイクルアセスメントへの
対応も含め、今後「あいち自動車ゼロ
エミッション化加速プラン」にどのよ
うに取組んでいくのか伺う。

改正された地球温暖化対策の
推進に関する法律を踏まえつ

つ、ライフサイクルアセスメントへの
対応も含め、今後「あいち自動車ゼロ
エミッション化加速プラン」にどのよ
うに取組んでいくのか伺う。

プランの中で燃料・エネルギーの製造段階から実際に走
行する段階までのCO₂排出削減によるゼロエミッション

の実現を目指し、自動車のライフサイク
ル全体で、ゼロエミッションを実現できる
可能性がある。今後、ＥＶ・ＰＨＶ・ＦＣＶの
普及加速に主眼を置くと同時に再生可
能エネルギーの普及拡大によるクリーン
な燃料・エネルギーの確保について、国
への働き掛けを行い自動車のライフサイ
クル全体でのCO₂削減を促進していく。

答弁

愛知が目指す自動車環境対策質問1 コロナ禍による県職員への影響質問2

Q

常任委員会は二重マスクで
臨んでいます！

桜井県議

TO
PICS

1
一般質問に登壇しました！
　愛知県の取組みを確認する機会をいただき、今回は、①愛知県が目指す
自動車環境対策と②コロナ禍による県職員への影響について一般質問を
させていただきました。一部ですが紹介させていただきます。

答弁する岡田環境局長

コロナ禍において、従来にない
多種多様な更なる県民サービ

スが求められている中、今までに感
じたことがない肉体的・精神的な負荷
が生じてくると感じる。県職員の働き
方への影響についてどのように把握
し、どう取組んでいくのか伺う。

コロナ禍において、従来にない
多種多様な更なる県民サービ

スが求められている中、今までに感
じたことがない肉体的・精神的な負荷
が生じてくると感じる。県職員の働き
方への影響についてどのように把握
し、どう取組んでいくのか伺う。

2020年度は、過去10年間
で2番目に時間外労働が多

く、また、年間720時間を超えた職員も
大幅に増加したことから時間外勤務を
適切に管理するため、所属長等研修を
おこない実態をきめ細かく把握する。ま
た、職員を機動的に配置するとともに、
業務の見直し等による負担軽減を図り
ながら全庁を挙げた対応を進めていく。

答弁

Q

桜井県議

答弁する
川原人事局長

カーボンニュートラルへの実現に向けては自動車
のみならず、エネルギー政策全体で進めるべき！

桜井の
意見！

良い県民サービスを提供するには職員が元気で
働くことが出来る環境が必要！

桜井の
意見！

一般質問の録画が
ご覧になれます▶
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現場の声を
県政に！
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